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【
豊
島
・
電
気
・
工
藤
美
也

子
通
信
員
】
豊
島
支
部
の
中
で

も
ひ
と
き
わ
元
気
な
分
会
が
、

私
た
ち
椎
名
町
分
会
で
す
。

分
会
セ
ン
タ

ー
は
、
あ
の
漫

画
家
の
聖
地
・

ト
キ
ワ
荘
の
お

ひ
ざ
元
に
あ
り

ま
す
。組
織
人
数
は
1
7
7
人
、

群
数
16
群
と
、
決
し
て
多
く
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、「
老
若
男
女
、

皆
で
一
致
団
結
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
バ
リ
バ
リ
活
動
し
て
い
る

分
会
で
す
。
ま
た
、
こ
こ
2
、

3
年
で
分
会
長
や
支
部
役
員
を

若
手
へ
ス
イ
ッ
チ
し
、
活
動
の

幅
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
ま
す
。

椎
名
町
分
会
の
特
徴
は
団
結

の
強
さ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
。
分
会
執
行
委
員
会
や
会
計

の
日
に
群
報
告
で
出
さ
れ
た
意

見
や
報
告
を
討
議
し
活
発
な
意

見
を
出
し
合
い
ま
す
。
こ
こ
で

は
ベ
テ
ラ
ン
・
若
手
の
壁
は
な

く
、
と
に
か
く
自
由
に
話
し
ま

す
。
そ
の
結
果
、
住
宅
デ
ー
や

分
会
レ
ク
は
毎
回
大
き
な
盛
り

上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

今
年
の
住
宅
デ
ー
で
も
話
し

合
い
を
幾
度
も
重
ね
、
宣
伝
活

動
や
学
校
関
係
へ
の
チ
ラ
シ
配

布
依
頼
、
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
、
駅

前
や
商
店
街
で

の
チ
ラ
シ
配
り

な
ど
の
事
前
準

備
を
精
力
的
に

取
り
組
み
ま
し

た
。
晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も

あ
り
、
今
年
の
住
宅
デ
ー
は
過

去
最
高
と
な
る
1
1
8
9
人
が

来
場
し
ま
し
た
。

椎
名
町
分
会
で
は
若
手
同
士

の
交
流
も
積
極
的
に
行
な
っ
て

い
ま
す
。
6
月
に
分
会
若
手
交

流
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、

分
会
の
若
手
役
員
が
各
群
会
議

に
参
加
し
、
直
接
顔
を
見
て
声

掛
け
を
行
な
い
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
初
参
加
を
含
む
19
人
が

参
加
。盛
り
上
が
る
話
の
中
で
、

実
は
地
元
の
先
輩
後
輩
だ
っ
た

り
、
同
じ
現
場
に
出
入
り
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
な
ど
、
各

所
で
結
び
つ
き
が
感
じ
ら
れ
る

交
流
会
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

つ
な
が
り
を
強
め
る
た
め
に
今

後
も
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い

く
予
定
で
す
。

住宅デーには過去最高の1189人が来場

センターそばにあるトキワ荘
の記念碑

【
新
宿
・
大
工
・
隅
田
祐
太
郎

記
】
新
宿
区
役
所
危
機
管
理
課
と

ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
し
ん
じ
ゅ

く
防
災
フ
ェ
ス
タ
」
に
、
今
年
も

新
宿
支
部
チ
ー
ム
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｚ
Ｕ

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
楽
し
く
防
災

・
減
災
に
つ
い
て
学
び
、
区
民
の

防
災
意
識
を
高
め
よ
う
と
企
画
さ

れ
、
当
初
3
年
計
画
で
今
年
が
3

年
目
と
な
り
最
後
に
な
り
ま
す
。

新
宿
支
部
で
は
、
倒
壊
家
屋
か

ら
の
救
助
体
験
と
子
ど
も
木
工
作

教
室
を
実
施
。
救
助
体
験
で
は
今

年
製
作
し
た
木
造
軸
組
を
使
い
、

災
害
さ
な
が
ら
の
リ
ア
リ
テ
ィ
の

あ
る
体
験
を
子
ど
も
た
ち
に
さ
せ

て
あ
げ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
木
工
作
の
作

品
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
が
会
場
に

た
く
さ
ん
い
る
の
を
見
る
と
感
慨

深
い
で
す
。

区
役
所
は
じ
め
想
定
よ
り
反
響

が
大
き
く
、
今
後
も
別
の
形
で
イ

ベ
ン
ト
は
続
け
た
い
と
の
思
い
は

あ
る
よ
う
で
す
。

東
京
土
建
新
宿
支
部
は
も
っ
と

行
政
や
区
民
に
ま
ち
の
救
助
隊
の

存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
い
ざ
と
い

う
時
に
頼
ら
れ
る
組
合
で
あ
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

【
清
瀬
久
留
米
・
書
記
・
本
島

厚
司
通
信
員
】
ま
だ
ま
だ
暑
さ
の

残
る
9
月
16
日
、
清
瀬
久
留
米
支

部
は
支
部
結
成
50
周
年
と
し
ま
え

ん
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
開

催
し
ま
し
た
。

「
結
成
50
周

年
を
み
ん
な
で

祝
お
う
」
と
の

呼
び
か
け
に
、
全
分
会
か
ら
5
4

0
人
の
組
合
員
・
家
族
が
参
加
。

事
業
所
分
会
か
ら
の
参
加
が
最
も

多
く
、
東
京
土
建
の
活
動
に
触
れ

て
も
ら
う
良
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。当

日
は
心
配
さ
れ
た
天
候
も
一

日
崩
れ
る
こ
と
は
な
く
、
Ｂ
Ｂ
Ｑ

場
を
埋
め
尽
く
し
た
参
加
者
の
テ

ー
ブ
ル
か
ら
は
、
ジ
ュ
ー
ジ
ュ
ー

と
い
う
美
味
し
そ
う
な
音
と
、
笑

い
声
が
溢
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
連
休
を
利
用

し
た
イ
ベ
ン
ト
は
参
加
し
や
す

い
」
「
家
族
サ
ー
ビ
ス
に
最
適
」

な
ど
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

閉
会
は
、
川
村

実
行
委
員
長
の

「
こ
ん
な
に
た
く

さ
ん
の
仲
間
と
50

周
年
を
祝
え
て
良

か
っ
た
。
こ
の
つ
な
が
り
を
、
さ

ら
に
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

い
う
、
次
回
を
見
据
え
た
発
言
で

締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

【
江
戸
川

・
書
記
・
岡

村
駿
記
】
9

月
15
日
、
江

戸
川
支
部
に
お
い
て
初
の
試
み
と

な
る
、
青
年
部
に
よ
る
ビ
ア
ガ
ー

デ
ン
を
開
催
。

ビ
ー
ル
サ
ー
バ
ー
の
発
注
か
ら

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
設
備
ま
で
準
備
を

行
な
い
、
青
年
部
員
や
部
長
、
副

部
長
が
一
丸
と
な
っ
て
友
人
や
対

象
者
に
連
絡
を
入
れ
て
人
集
め
に

注
力
。
当
日
は
青
年
部
員
8
人
、

青
年
部
以
外
の
組
合
員
と
そ
の
家

族
5
人
、
外
部
よ
り
8
人
の
合
計

21
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
目

玉
と
し
て
豪
華
景
品
ビ
ン
ゴ
大
会

を
行
な
い
、
ニ
ン
テ
ン
ド
ー
Ｓ
ｗ

ｉ
ｃ
ｈ
や
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ペ
ア
チ
ケ

ッ
ト
等
を
め
ぐ
り
、
大
き
く
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
最
終
的
に
ビ
ー

ル
19
ℓ
、
チ
ュ
ウ
ハ
イ
19
ℓ
、
ソ

フ
ト
ド
リ
ン
ク
10
ℓ
（
お
茶
や
ジ

ュ
ー
ス
等
）
、
ウ
ィ
ス
キ
ー
5
0

0
㎖
、
オ
ー
ド
ブ
ル
48
人
前
を
消

化
し
、
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

今
回
初
参
加
の
組
合
員
か
ら
は

対
象
者
の
相
談
も
あ
り
、
拡
大
行

動
月
間
と
し
て
も
有
意
義
な
時
間

と
な
り
ま
し
た
。

【
調
布
・
書
記
・
山
本
晃
通
信

員
】
9
月
9
日
、
調
布
市
役
所
前

庭
に
て
第
41
回
秋
の
住
宅
デ
ー
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
特
色
は
、
分
会
単
位
で

行
な
っ
て
い
た
各
種
木
工
教
室
を

統
合
し
、
鉋
掛
け
と
丸
太
切
り
や

左
官
な
ど
の
「
体
験
コ
ー
ナ
ー
」

と
し
て
、
全
分
会
が
共
同
で
行
な

っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
参
加
し
た
子

ど
も
た
ち
か
ら
は
、
喜
び
の
声
が

上
が
り
ま
し
た
。

定
番
の
「
包
丁
研
ぎ
と
ま
な
板

削
り
」
の
ほ
か
、
秋
の
味
覚
さ
ん

ま
を
筆
頭
に
焼
き
鳥
、焼
き
そ
ば
、

か
き
氷
、
等
々
模
擬
店
も
盛
況
で

し
た
。
こ
の
ほ
か
広
場
に
て
「
救

援
つ
く
し
隊
」
に
よ
る
救
出
劇
を

披
露
し
、
地
域
の
職
人
の
頼
も
し

さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
棟
上
げ
を
午
前

と
午
後
に
開
催
し
、
子
ど
も
た
ち

が
参
加
。
完
成
と
共
に
お
菓
子
が

投
げ
ら
れ
、
来
場
し
た
皆
さ
ん
か

ら
歓
声
が
上
が
り
、
力
を
出
し
切

っ
た
充
実
し
た「
秋
の
住
宅
デ
ー
」

に
な
り
ま
し
た
。

求

人

Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｚ
Ｕ
で
参
加

青年部の初Ｂガーデン
拡大の対象者も

新宿

９

名物分会名物分会

初の試みは大成功

防
災
フ
ェ
ス
タ
へ
救
助
体
験

ファイルファイル

豊
島
支
部
椎
名
町
分
会

木造軸組みを使った災害さながらの救助体験

江
戸
川

世
代
間
の
壁
な
く

子
ど
も
上
棟
に
歓
声

調布

活
発
な
意
見
交
換
で
団
結

全
分
会
共
同
で
住
宅
デ
ー鉋がけに挑戦

イ
ベ
ン
ト
で
交
流
・
地
域
貢
献

イ
ベ
ン
ト
で
交
流
・
地
域
貢
献

50周年にカンパ～イ

清瀬久留米

５
４
０
人
集
ま
っ
た

５０
周
年
を
祝
う
Ｂ
Ｂ
Ｑ


